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２００９年　９月　１１日
専攻・講座名　　物理科学専攻　　　 
　学年 　博士前期課程２回生
氏名 　　辻　知佳　　　　　
2009年8月24日から28日にかけて、長野県のパノラマランド木島平で開催された「2009年度原子核三者若手夏の学校」に参加し、研究会において進行中の研究について発表した。

発表の概要　　「Ｂ → Ｊ/Ψ η Ｋ 崩壊の研究」
　ハドロンはクォークが強い力で束縛された状態である。その一つとして、クォーク２個・反クォーク２個の組み合わせも理論上禁じられておらず、これをテトラクォーク粒子と呼ぶ。すでに、Ｂ中間子崩壊過程の研究を通して、テトラクォーク粒子候補と考えられる新たな共鳴状態が発見された。本研究では、Ｂｅｌｌｅ実験のデータを用いたＢ→Ｊ/ΨηＫ崩壊過程の測定を通して、Ｊ/Ψ・ηの２体に崩壊する未知の共鳴状態を探索する。

　まず、Ｂ→Ｊ/ΨηＫ崩壊過程のシミュレーションデータとこの崩壊過程を選別するための解析プログラムを作成した。シミュレーションデータを解析にかけてみたところ、プログラムの検出効率は約２５％であるとわかった。次に、Ｂ→Ｊ/ΨηＫ以外の過程であっても選別条件を満たせば検出されてしまう（バックグラウンド）。そこで、バックグラウンドを形成する崩壊過程について詳しく調べた。その結果、Ｂ→Ψ’Ｋ(Ψ’→Ｊ/Ψη)という過程の影響が最も大きいことが判明した。その他にもバックグラウンドとなり得る崩壊過程はいくつか存在し、それらについては詳しい調査が進行中である。

聴衆の反応・得られた成果

　夏の学校の参加者の大部分は修士の学生であり、高エネルギーパートは約３０人の参加者を集めた。私と同じくＢｅｌｌｅを始め、ＡＴＬＡＳ・ＩＬＣなど様々な実験に携わっている人々が集まっており、他実験の解析や次世代検出器・読み出し回路の開発についての講演を大変興味深く聞くことができた。研究会における私の講演では、他の学生から貴重な意見・指摘を頂いた。今回の講演では、Ｊ/Ψ粒子候補選別・誤ったＢ候補の原因の探索方法についての説明が不十分であった点について、改善の示唆を受けた。また、選別条件を変化させて見積もり結果を比較し、その最適化をはかる助言も受けた。これらの意見・指摘を生かして、今後のさらなる研究の進展に結びつけたい。

　また、高エネルギーパートの２つの講義に参加したうち、特に、「ＬＨＣで期待される物理」の中で説明された超対称性は以前の講義で聞いた時から興味があった内容で、今回の講義により理解が深まった。

最後に、魅力ある大学院教育イニシアティブ「先端科学技術の芽を生み出す女性研究者育成」プログラムより支援を頂き、このような貴重な経験を積むことができたことを、この場を借りてお礼申し上げます。
